
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 3年度

1鍾琲 豊里L活動法生 さ2■土菫皇担二速 重

1 事業の成果

令和 3年度は、NPO設立以来の大きな目標である、1日 藤倉小学校校舎を改修 した宿泊施設開業へ向け

ての準備が活動の中心でした。ハー ド面での施設整備は、DIYボランティアによる改修 (塗装工事、造

作工事など)を年間を通して続け、年度末には宿泊業の認可を取ることが出来ました。ソフト面での準

備は、夏前にスター トさせ、特に年度後半は、 トライアル宿泊や説明会等を開催しながら、お客様を迎

えるための運営計画作 りに集中して取り組みました。

同時に、農林水産省の「農山漁村進行交付金 (農泊対策)」 事業として、今後施設で提供する飲食プロ

グラムや農体験プログラムのための準備を行い、それらの農泊事業が地域の活性化と同時に、地域の自

然や景観、生活文化の保全を推進 していくことを目指しました。

令和 3年度は、前年度に引き続き新型コロナ感染症の緊急事態宣言等が発令され、広く参加者を呼び

込むような事業の展開はできず、また宿泊施設オープンも予定より遅れましたが、少数の事務局スタッ

フやボランティアの力で、日標に向かって確実に前に進めることが出来た年となりました。

① 檜原村および周辺地域に関する調査研究

藤倉校舎周辺の観光地としての可能性を探るための調査を行うとともに、この地域の農業の特徴を学ぶ

機会を作 りました。

② 檜原村及び周辺地域の伝統的生活文化に関する教育事業

農業と環境をテーマとした学生対象のプログラムの中で、藤倉の生活文化の紹介をしました。

③ 檜原村及び周辺地域に関する環境教育事業

環境保全活動として斜面畑を再生しながら在来農業生産を行うボランティア活動「斜面畑再生プロジェ

クト」を引き続き行ないました。また、杉並区環境活動推進センターの依頼で杉並区民向けの環境教育

プログラムを企画実施 しました。

④ 廃校 (旧藤倉小学校)の活用運営と維持管理

DIYボ ランティアによる改修 (塗装工事、造作工事など)を週 2～ 3回のペースで続けることによって、

1日 藤倉小学校校舎を宿泊施設として蘇らせました。同時に宿泊施設開業へ向けた運営計画を作りました。

⑤ 観光振興のための事業

地域の農産物や食文化を生かした飲食メニュー作 りや、商品化のための試作、パッケージデザイン計画

などを行いました。また、観光客向けの農体験プログラム計画を作 りました。

⑥ 情報発信に関する事業

宿泊施設開業へ向けて新ホームページ制作を続けると共に、現状に合わせて旧ホームページの修正をし

ました。また、FBページでの活動紹介をしました。
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⑦ その他目的を達成するために必要な事業

地域の事業に協力すると共に、檜原村の食文化や伝統的な農業に関する相談業務を行いました。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係 る事業 (事業費の総費用 【5,151】 千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

凄串雰

檜原村およ

び周辺地域

に関する調

査・研究

観光資源調査

7月 11日

8月 8日

10月 3日

1月 3日

檜原村
藤倉
小沢

2人 関心
ある人

不特定

多数
0

傾斜畑農業研究報告会 3月 20日
藤倉
校舎

1人 NPO
会員

10人

伝統的生活文化

に関する教育事

業

檜原村の生活文化の
紹介

8月 26日
藤倉
校舎

1人 研修
参加者

14人 0

檜原村及び

周辺地域の

伝統的生活

文化に関す

る環境教育

事業

斜面畑再生プロジェク ト
(小沢・藤倉)

通年
71 日

檜原村
小沢

2人 関心
ある人

173人

19

杉並区環境活動推進セン
ター事業

12月 3日

12月 5日

檜原村
及び

杉並区

2人 杉並
区民

21人

廃校の活用

運営と維持

管理

旧藤倉小学校校舎
ボランティア改修 DIY

4月 ～3月

137日

檜原村
藤倉

3人
施設

利用者

不特定
多数

3901藤倉校舎
運営計画策定

8月 ～3月

13日
檜原村
藤倉 5人 施設

利用者

不特定
多数

運営計画説明会
1月 10日

3月 20日

檜原村
藤倉 4人 施 設

利用者

不特定
多数

観光振興の

ための事業

藤倉地区農泊推進協議
会設立総会

3月 4日
檜原村
藤倉

3人 関心
ある人

不特定
多数

790

農泊飲食メニュー・商品
開発

10月 ～3月

14日
檜原村
藤倉

5人 関心
ある人

不特定
多数

農体験プログラム開発
4月 ～3月

3日
檜原村
藤倉

2人 関心
ある人

不特定
多数

スタッフ研修
12月 20日

～21日
福井県 1人 関心の

ある人
不特定
多数

情報発信に

関する事業

ホームページ及びフェ
ースプックによる
活動情報提供

通年 檜原村 2人 関心の
ある人

不特定
多数

441

その他 目的

を達成する

ために必要

な事業

相談業務 通年
檜原村
藤倉

2人 関心の
ある人

5人 0



書式第 13号 (法第 28条関係) 事 業 報 告 用

令和 3年度 活動計算書 (その他事業が∠赳生場ノヽ
ロ )

特定非営利活動法人さとやま学校・東京

科 目 金  額 小計・合計

72.000

42.000

36.000

150.000

2.944.085

2.944.085

1.131.401

:.131.401

149.792

149.792

5.228

1.622

6.850

【A】 経 常 収 益

経 常 収 益 計 4.382.128

5,151,986

(2)その他経費

薦闘金

旅費交通費

通信運搬

消耗品費

原材料費

事務用品費

減饉償却費

議会費

経費

外注費

(1)人件■

綸‖手当

役員報酬

100.000

46.007

7.124

925.421

51.650

10.978

2,448,216

3.000

22.500

1.537.040

(1)人件費

役員報酬

2

(2)その他経費

旅費交通費

通信運搬

消耗品費

事覇用品費

雑■

外注費

麟口:口書費

支払手敷斜

3.980

63.427

214.054

99.035

1.000

22.840

1.700

7,320

1 受取会■

正会員受取会費

賛助会員受取会費

サポーター会員受取会費

2 受取書賠全

受取寄附金

施設等受入評価益

3 受取助成金等

受取補助金

4 亭彙収益

自主事業収益

5 その他の収益

雑収益

晏取利息



地代稼賃

保険料

水道光熱費

租税公課

支払利息

310.000

42.270

113.981

1.450

286,020

1.167.577

6.310.5i3

当 期 経 常 増 減 額 【A】 ― 【B】 ・・・① -1 937 385

【C

饉 驚 外 収 益 計

経 常 外 費 用 計

当 期 経 常 外 増 減 額 【C】 ― 【D】 ・・・② 1 937 385

-1 937 385

0

18.646.530

次 期 饉 越 正 味 財 産 額 ③―④+⑤

当 正 減 +税

16.700.145

法人税、住民税及び事業税 ・
前期組織正嗅財産網 ・・・0

④



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人さとやま学校・東京

科 目 金  額 小計・合計

37,915.531

37.915.531

(2)無形固定責産

(3)投資その他の資産

2

1

【A】 責 産 の 部

4 03 104

42 18 35

現金預金

未収収益

立替金

3,371,372

1.131.401

301

(1)有影固定費産

建物

【A】 責 産 合 計 ①+②

4.301,440

2.352.500

555.550

7.209.490

18,500.000

0

10.500,000

25.700.400

【8-1 の

負 債 合 計 ③+④

:8640530
-1937385

10.700.145

【B-2 正 産 の 部

正 味 財 産 合 計

42.4:8.035【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】

長期借入金

退職給付引当金

口

一

短期借入金

預り金

未払金
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0
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0
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0
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0

0
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Ю
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したがって使油が切曖 れていない工■●口〔鵞ロロです。
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活●訃●●,,
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ロロモ入●
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預り●
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"口
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■:Oa029

0
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2つ02500
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ユαЮ∝Ю
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な事項

事彙■と管●壼0"分方法

●彙口と,■彙に

"分
する■■はありません。

その他の0●に饉る受由の状況

その他0●●に晏る賣壼はありません。



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人さとやま学校・東京

科 目 金  額 」ヽ   コ十 合  計

3.371.372

く1.460.857〉

く121.705〉

く1.779.725〉

く9.085>

3,071.372

1.131.401

331 1.131.732

4.503.104

3フ .915.531

37.915.531

【A】 責 産 の 部

42.418.005

【A】 資 産 合 計 ①+②

555.550

4,301.440

0

2.352.50()

7.209■ 90

13.500.000

5000,00

【B-1 の

18.50κ10(〕 9

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 25,709.490

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【8-1】 16.700.145

現金預金

普通 預金

多摩信用金庫

ゆうちょ銀行2

ゆうちょ銀行1

みずほ銀行

銀行普通預金

未収収益

立替金

2

(3)投資その他の責産

(1)有形固定資産

建物

(2)無形固定資産

未払金

預り金

短期借入金

役員借入金

多摩信用金庫

長期借入金

多摩信用金庫

役員借入金



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 3年度年間役員名簿 (罰●■年度において役■であったことがある全員の氏名及び住所ヌは居所土

びにこれらの者についての前事来年度における薇日の有無を記

"し

た名

")

」壺症土営利活動去人 さとやま学校・東京

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

Z以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間

(該 当者のみに記入)
氏   名

1 理¬・監事
ヽ′

カワカ ミレイコ
東京都杉並区高井戸東

3丁 目20番 28号

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日川上玲子

2 く〕・監事
イワツキカズ トシ

岩月一敏

東京都品川区平塚

2丁 目16番 8号

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年 月

月

日

日年

3 ヨЭ・監事
ヤスダハルフミ

東京都西多摩郡檜原村

48141番士也2

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年 月

月

日

年 曰安田治文

4 調∈〉監事
ヒラノキ ヨシ

東京都西多摩郡檜原村

9108番 地 2号

令和 3年 4月 1日

令和 4年 3月 31日

年  月  日

年   月   日平野喜好

5 理事・:KD
スギタクヤ

東京都あきる野市養沢

1464番 地

令和 3年 7月 25日

令和 4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日杉拓也



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 4年  3月  31日 現在

特定非営利活動法人 さとやま学校・東京

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 岩月 一敏 東京都品川区平塚 2丁 目16番 8号

2 安田 治文 東京都西多摩郡檜原村 4814番 地 2

3 川上 玲子 東京都杉並区高井戸東 3丁 目20番 28号

4 平野 喜好 東京都西多摩郡檜原村9108番地2

5 黒江 昇三 東京都豊島区日白 3丁 目3番 15-506号

6 杉 拓也 東京都あきる野市養沢1464番地

7 佐々木 智子 東京都渋谷区本町 3丁 目48番 21-603号

8 大谷 典之 神奈川県藤沢市鵠沼松が岡4丁 目5番 18号

9 菅原 初芽 あきる野市野辺 237番地 1-203号

10 長内 苦 東京都 目黒区上 目黒 2丁 目28番 17-202号


